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図一１　横浜の工業の年次別推移（昭和45年=100)　
一
方
、
工
業
系
用
途
地
域
て
の
共
同
住
宅
な
ど

の
建
築
に
よ
っ
て
新
た
な
住
工
混
在
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
「
工
業
地
域
及
び

準
工
業
地
域
共
同
住
宅
建
築
指
導
基
準
」
を
制
定

し
、
適
正
な
工
業
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
の
工
場
立
地
の
大
き
な
制
約
と
な

っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
工
業
等
制
限
法
な
ど
の
規

制
緩
和
を
国
に
強
く
要
請
す
る
動
き
が
、
商
工
会

議
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
最
近
、
国
レ
ベ
ル
で
も
若
于
の
見
直
し
が
行

わ
れ
た
が
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
今
後
も
経

済
界
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
強
く
緩
和
、
改

善
を
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
わ
が

国
の
工
場
は
、
高
付
加
価
値
・
知
識
集
約
化
に

向
け
て
進
展
し
て
い
る
。
市
内
の
優
れ
た
工
業
力
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経
済
の
振
興

■
工
業
の
再
生
を
め
ざ
し
て

　
横
浜
港
と
京
浜
工
業
地
帯
の
強
固
な
産
業
基
盤

を
も
つ
横
浜
は
、
全
国
有
数
の
工
業
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
の
工
場
分
散
政

策
や
都
市
の
過
密
化
を
背
景
に
、
昭
和
四
〇
年
代

半
ば
か
ら
、
工
場
流
出
が
あ
い
次
ぎ
、
横
浜
の
工

業
の
全
国
的
な
ウ
ェ
イ
ト
も
次
第
に
低
下
す
る
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
工
業
の
動
向
は

雇
用
面
だ
け
で
な
く
、
工
業
を
主
軸
と
す
る
市
内

産
業
の
活
力
の
低
下
を
招
く
こ
と
か
ら
、
現
在
、

工
業
の
活
性
化
は
産
業
振
興
の
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
金
沢
埋
立
地
の
大
規
模
な
工
業
団
地
づ

く
り
は
、
住
工
混
在
で
生
産
活
動
に
支
障
が
生
じ

④
－
い
き
い
き
と
し
た
都
市

る
。

て
い
る
企
業
の
移
転
誘
導
を
図
り
、
同
時
に
集
団

化
、
高
度
化
、
公
害
防
止
を
行
い
、
都
市
と
調
和
し

た
工
業
の
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
七
年
度
末
に
は
約
二
五
〇
社
が
操
業
を
開
始
す
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を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
高
度
な
工
業
へ

と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ

■
活
性
化
を
図
る
地
域
の
商
業

　
市
内
二
八
〇
万
、
県
内
七
〇
〇
万
の
膨
大
な
消

費
人
口
を
背
後
に
も
つ
も
の
の
、
横
浜
の
商
業
水

準
は
大
都
市
の
な
か
で
は
か
な
り
低
い
位
置
に
あ

る
。

図一２　小売業の人口1人当り年間販売額大都市比較

　
た
と
え
ば
、
一
人
当
り
の
小
売
販
売
額
を
五
四

年
の
商
業
統
計
で
み
る
と
、
横
浜
は
一
一
大
都
市

中
一
〇
番
目
、
大
阪
の
半
分
で
全
国
平
均
も
下
回

っ
て
い
る
（
図
-
２
）
。
商
業
施
設
も
売
場
面
積
も

人
口
に
対
し
て
少
な
い
。
商
業
施
設
の
分
布
を
み

る
と
、
横
浜
駅
周
辺
や
上
大
岡
な
ど
の
拠
点
的
商

業
地
に
商
業
施
設
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
地
域
の
小
売
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

大
型
店
進
出
や
消
費
者
行
動
の
変
化
か
ら
大
き
く

変
っ
て
き
た
。
大
型
店
の
進
出
は
最
近
お
さ
ま
り

図一３　従業者規模別構成比
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う
。



●横浜はいま

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
五
七
年
末
で
三
二
五
店
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
影
響
を
受
け
中
小
小
売
業
へ
の

圧
迫
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
対
応
し
て
、
地
域
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
市
民
が
楽
し
く
買
い
物
や
散
策
が
で
き
る
場

と
し
て
、
計
画
的
に
再
整
備
す
る
商
店
街
づ
く
り

を
地
元
と
市
が
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
五

七
年
ま
で
に
八
か
所
が
地
域
特
性
を
生
か
し
た
モ

デ
ル
商
店
街
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　
卸
売
業
は
、
全
国
卸
売
販
売
額
の
三
分
の
一
を

占
め
る
東
京
の
影
響
を
強
く
受
け
、
規
模
、
機
能

と
も
弱
体
で
あ
る
。
市
内
小
売
業
の
仕
入
先
の
四

割
が
東
京
で
あ
り
、
市
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
え
も

十
分
に
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

五
六
年
に
金
沢
埋
立
地
内
に
完
成
し
た
卸
流
通
団

地
に
は
、
東
京
依
存
の
状
況
を
脱
皮
し
た
広
域
的

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

は
、
電
子
・
電
機
な
ど
の
先
端
技
術
分
野
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
分
野

で
活
躍
す
る
企
業
や
、
横
浜
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
産
業
な
ど
特
色
あ
る
企
業
が
多
い
。
不
況
の

継
続
や
企
業
間
の
競
争
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
の

も
と
で
、
中
小
企
業
に
は
経
営
体
質
の
強
化
と
積

極
的
な
企
業
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

■
市
民
と
結
び
つ
い
た
都
市
農
業

■
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業

　
中
小
企
業
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
事
業
所
は
、
市

内
事
業
所
数
の
九
九
％
（
図
－
３
）
、
商
業
で
は
商

品
販
売
額
の
八
三
％
、
工
業
で
は
製
造
品
出
荷
額

な
ど
の
三
五
％
を
占
め
、
横
浜
経
済
の
な
か
の
比

重
も
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に

　
市
内
の
農
業
は
、
五
五
年
現
在
、
農
家
八
一
一

七
戸
、
就
業
人
口
一
万
五
四
七
二
人
、
農
地
三
九

六
七
㌶
を
基
盤
に
し
て
、
野
菜
と
畜
産
を
中
心
と

し
た
生
産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
-
４
）
。
四

〇
年
代
に
み
ら
れ
た
都
市
化
に
よ
る
急
激
な
農
地

の
減
少
傾
向
は
五
〇
年
代
に
入
り
や
や
鈍
化
し
た

も
の
の
、
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
の
確
保
は
依
然

都
市
農
業
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
五
六
年
度
末
で
、
農
業
振
興
地
域
四

九
一
五
㌶
、
農
業
専
用
地
区
八
二
四
㌶
を
指
定
し
、

農
地
の
保
全
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
市
民

の
消
費
す
る
野
菜
の
約
三
〇
％
を
供
給
し
、
大
都

市
の
な
か
で
は
上
位
の
自
給
率
を
維
持
し
て
い

る
。
こ
の
自
給
率
を
将
来
に
わ
た
っ
て
も
維
持
す

る
た
め
の
農
地
の
基
盤
整
備
、
生
産
指
導
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
理
解
さ
れ
連
帯
の
な
か

で
都
市
農
業
が
確
立
で
き
る
よ
う
観
光
農
園
の
設

置
、
朝
市
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

新
た
に
ふ
る
さ
と
村
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

図一４　農業生産高昭和56年度
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る
。

　
こ
の
た
め
横
浜
市
は
、
経
営
指
導
や
融
資
な
ど

の
面
で
従
来
に
も
ま
し
て
支
援
を
強
化
し
て
い

る
。
今
後
は
、
技
術
力
・
情
報
機
能
の
強
化
、
デ

ザ
イ
ン
・
新
製
品
開
発
な
ど
の
機
能
充
実
の
た
め

の
施
策
に
も
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
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